












The merits and subjects of joint participation exercises according to 
those who have and have not experienced the Teaching practicum.
林　園子 1）、永木　耕介 1）
Sonoko Hayashi, Kosuke Nagaki
［要旨］
　本研究の目的は、教職課程必修科目の「教育実習」における「事前指導」（これから学校現場の教育実習
へ向かう主に 3 年生対象）と「事後指導」（教育実習を終えた主に 4 年生対象）の履修者を交流させた「相
互参加型」演習の効果と課題について検討することである。演習後の履修者の記述コメントを考察した結果、
「学び合い」の視点からは、4 年生は 3 年生に「教えつつ、学んでいる」ことが鮮明となった一方、3 年生
には一層の「前向きさ」を指導することが課題となった。「実習経験の活用」の視点からは、3 年生は 4 年
生の実習経験からスキルと精神的態度を学び、4 年生は 3 年生に経験を伝えることでより確実な振り返り
となっており、それらは本演習のねらいどおりであった。また、相互共に「コミュニケーションの大切さ」
に気づいており、今後はさらに「コミュニケーション能力の向上」を目指す演習へと展開する必要がある。
　Key words：Teaching practicum, Joint participation exercises, Learn from each other
　キーワード：教育実習、相互参加型演習、学び合い
1. 研究目的

















































































5 回× 2 人、「保健」5 回× 1 人のペースで模擬授
業を行っていく。班が担当日となる模擬授業では、
4 年生は授業を観察し、終了後、講評を述べる。




























業に対する 4 年生の指摘について　③次の 3 年生
の「事前指導」のために準備すること・心得ること」


































－ 11 －－ 10 －
表 3　3年生コメント（25 名）
－ 12 －










































































り、さらに③次の 4 年生（現 3 年生）が事前指導
のために心得ることより、「実習経験を話す（伝え
る）」（14/65 件）が次の 3 年生に必ず役立つと指摘
している。
　3 年生は 4 年生の実習経験からスキルと精神的































































































1） 　「学び合い」の視点からは、4 年生は 3 年
生に「教えつつ、学んでいる」ことが鮮明




























































注 2） この演習形式は 2013 年度（本学部 1 期生が
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